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⑳
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堀
之
内
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雲
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さ
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患
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患
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癌
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愚
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　　！4テ多老定表

3月11日～4月10日

帯帯労嶺襟帯

へ
9
’
一

　
ゾ

ヘ
●
く

　
昭
和
十
七
年
こ
ろ
女
子
青
年
団
の
仲
弗

間
で
親
せ
き
の
家
に
田
ぷ
ち
の
手
伝
い
に
労

行
っ
た
と
き
の
写
真
で
す
・
そ
の
こ
ろ
楊

は
・
女
書
年
団
で
出
征
兵
士
の
家
の
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場

田
ぷ
ち
な
ど
の
勤
労
奉
仕
を
し
ま
し
た
。
労

　
牛
二
頭
で
馬
耕
を
使
っ
て
耕
し
ま
し
楊

た
。
牛
の
「
田
ぐ
ら
」
を
し
っ
か
り
と
労

結
ば
な
い
と
牛
も
人
間
も
疲
れ
る
た
め
帯

足
の
指
も
使
っ
て
締
め
ま
し
た
。
拗
唖
労

の
土
が
湿
め
っ
て
い
る
所
は
と
て
も
大
弗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶺

変
で
し
た
。

友
達
の
中
に
だ
ん
な
様
の
娘
さ
ん
が
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
楊

い
て
正
月
遊
び
に
行
っ
た
と
き
　
五
目
楊

飯
の
お
に
ぎ
り
を
も
ら
い
、
こ
の
う
ま
楊

か
っ
た
こ
と
を
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
．
詳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
　
糸

“
4

騒
惣識

■妊婦検診

　3月20日　上村病院／13：30～14：00

■母親学級

　3月20日　妊娠中の栄養と家族計画／保健センター

　　　　　／上村病院／8：30～9：00

目献　　血

　3月19日　保健センター前／10：00～15：00

■ポリオ生ワクチン

　4月6日／保健センター／14：00～15：00／村内全域

　4月10日／保健センター／14：00～15：00／村内全域

　　初回者　S61．6．1～S61．11．30

　　追加者　S60．12。1～S61．5。31

　　前回未接種者

ロ精神衛生相談日

　3月19日　老人福祉センター／14：00～

一狂犬病予防接種
　4月16日　田沢、倉俣、貝野地区

　4月17日　高道山、清津峡地区

o概当者には個人通知予定

oなお、新規の人は、保健課までお問い合せください。

12休）
ペン習字教室（田沢地区婦人　総合センター19：30～）

13㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談貝　樋口永蔵）

14仕）
農地法関係許可申請〆切
中里中学校卒業式

⑮（日）
休日救急医（富田医院含52－3269）

16（月）
高齢者講座（体験発表老人福祉センター10；00～15：30）

ペン習字教室（田沢地区婦人　総合センター19：30～）

19休）
精神衛生相談日（老人福祉センター14：00～16：00）

献血（保健センター前10：00～15：00）

20働
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談貝　藤田義一）　飲酒運転追放の日
妊婦・母親学級（右参照〉

21仕）
休日救急医（大島医院a52－2957）

⑳（日）
休日救急医（中条病院含57－3018）

25㈲
村内小学校卒業式

26休）
土倉分校卒巣式

27㈹
心配ごと・行政相談日（老人福祉センター13：00～16：00

相談員　藤田義一、山田正平）

⑳（日）
休日救急医（至誠堂医院費52－3276）

当問山麓スキーツァー

31（幻 新座市スポーッ少年団来村

1㈱

3㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00

相談員江口行男）

⑤（日）
休日救急医（上村病院君63－2111）

6（月）
ボリオ生ワク（右参照）
交通事故移動相談所（十日町市役所　10：00～15：00）

10㈹
ポリオ生ワク（右参照）　心配ごと相談日（老人福祉セ

ンター13100～16：00　相談員　根津敬）

交通安全家庭の日

21仕）…＾甲一’－｝ノー｝〕一 一　　　恥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条

⑳（日）休　中条　57－3018）　蒙

　　　　村内，畔校卒業式　　　　　　　条
25㈲　　　　　　　　　　　　　　　　　黍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条

　　　　土倉分校卒巣式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条

26（瀬　　　　　　　　　　　　　　　　条
　　　　，曜詑．行政相談日（老人福祉センター13：・・一16：・・ラ爵

27㈹相談員藤田義一・山旺平）　　　　条
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条

⑳（日）蝸醗緊響警院費52－3276）　　　巽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条

31（火）　新座市スポーツ少年団来村　　　　　　　　　　　　ラ鳶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条
1㈱　　　　　　　　　　　　　　　　条
　　　　、配詑綴日（老人福祉センター13：・・一16：・・　’条

3㈹相談員江・行男）　　　　　　条
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条

　　　　休日救急医（上村病院君63－2111）　　　　　　　　ラ鳶

⑤（日）　　　　　　　　　　　　　条
　　　　剥オ生ワク（右参照）　　　　　　条
6（月）効轍鋤鰍所（＋日町市役所1・：・・一15：0・）条
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条

　　　　剥牲ワク（右参照）．心配詑相噸（老人福祉セ条
10㈹愈灘あ皆：oo相談員根1轍）　　条
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条
※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。条

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条

今
月
◎
翼
馨

　
“
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
”
に

な
る
た
め
に
田
沢
小
学
校
で
、

三
月
四
日
一
日
入
学
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ど
の
子
も
、
小
学
生

に
な
る
の
が
と
っ
て
も
待
ち
遠

し
い
と
い
っ
た
感
じ
で
、
元
気

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
　
編
集
後
記

　
子
ど
も
の
出
生
数
が
激
減
し

て
い
ま
す
。
昭
和
四
十
年
に
は

村
内
で
百
二
十
二
人
が
生
ま
れ

ま
し
た
が
、
二
十
一
年
後
の
昭

和
六
十
一
年
に
は
、
六
十
八
人

と
半
減
し
て
い
ま
す
。
二
十
歳

～
三
十
四
歳
の
女
性
も
、
昭
和

四
十
年
に
は
七
百
九
十
三
人
い

ま
し
た
が
、
昭
和
六
十
年
に
は

五
百
二
十
九
人
と
四
割
近
く
減

っ
て
い
ま
す
。

　
村
の
活
性
化
を
進
め
る
た
め

に
は
、
若
者
の
定
住
対
策
や
U

タ
ー
ン
青
年
の
雇
用
の
場
が
必

要
で
す
。
み
ん
な
で
村
の
将
来

に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

㌍



へ象

劇製爬購
　内下ケ越条
、
巻
∠
傍

ノ　　
／

∠
ノイ

■

●

も
》
～
．

越
後
川
口

十
日
町

越
後
水
沢

2

地
域
の
鉄
道
を
守
ろ
う

越
後
岩
沢

魚
沼
中
条

土
市

越
後
鹿
渡

越
後
田
中

懐
か
し
き
汽
笛
の
音

　
　
広
田
文
一
さ
ん
（
干
溝
）

　
昭
和
十
九
年
六
月
に
飯
山
鉄

道
㈱
が
国
鉄
に
買
収
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
こ
ろ
は
、
小
型
の
蒸

気
機
関
車
に
マ
ッ
チ
箱
の
よ
う

な
客
車
と
貨
物
車
を
連
結
し
て

走
っ
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
蒸

気
機
関
車
の
「
ボ
ー
し
と
い
う

汽
笛
の
優
し
い
音
色
を
思
い
出

し
ま
す
。

　
越
後
鹿
渡
を
出
発
し
鉄
橋
を

渡
り
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
越
後

田
沢
駅
に
向
う
蒸
気
機
関
車
は

堀
り
割
の
急
な
坂
を
ま
っ
黒
な

煙
を
は
き
な
が
ら
登
っ
て
き
ま

し
た
。
底
力
の
あ
る
ま
っ
黒
い

蒸
気
機
関
車
を
頼
も
し
く
思
っ

た
も
の
で
す
。
当
時
は
駅
に
着

く
と
客
車
だ
け
ホ
ー
ム
に
残
し
、

貨
物
車
の
入
替
え
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
時
間
の
長
か

っ
た
こ
と
、
乗
客
も
今
と
違
っ

て
そ
の
作
業
の
終
わ
る
の
を
の

ん
び
り
と
待
っ
た
も
の
で
す
。

　
昭
和
三
十
六
年
の
豪
雪
の
際

ニ
カ
月
以
上
も
不
通
に
な
り
、

線
路
上
に
三
層
以
上
の
雪
が
積

も
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の

時
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
の

後
に
蒸
気
機
関
車
二
台
を
連
結

し
、
一
目
五
綾
づ
つ
除
雪
し
ま

し
た
。
こ
の
作
業
の
迫
力
に
は

た
だ
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。

　
時
代
の
流
れ
と
は
い
え
最
近

で
は
ほ
と
ん
ど
の
駅
が
無
人
化

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

れ
以
上
無
人
化
に
な
ら
な
い
よ

う
み
ん
な
で
利
用
し
た
い
も
の

で
す
。

津
南

足
滝

森
宮
野
原
　
　
横
倉

平
滝

西
大
滝

上
桑
名
川

戸
狩

北
飯
山蓮

信
濃
白
鳥

桑
名
川

上
境

信
濃
平

飯
山

上
今
井

黒
姫
　
古
間

替
佐

　
　
豆
ケ
花

　
　
　
　
　
　
　
　
野

　
　
　
信
濃
浅
野

　
　
　
　
　
　
　
　
長

　
　
　
　
三
才

牟
礼
豊
野
　
北
長
野

た
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
が
直
接

の
動
機
と
な
り
、
大
正
六
年
二

月
豊
野
・
飯
山
間
（
十
九
二
ニ

キ
。
）
の
鉄
道
敷
設
の
申
請
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
飯
山
出

身
の
寺
田
裕
之
、
五
島
慶
太
な

ど
が
背
後
の
力
と
な
っ
て
同
年

五
月
五
日
鉄
道
敷
設
の
免
許
を

得
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
大

正
十
年
十
月
二
十
日
、
豊
野
・
飯

山
間
に
蒸
気
機
関
車
が
初
め
て

走
り
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り
以
北

に
つ
い
て
も
沿
線
住
民
の
強
い

要
望
や
信
越
電
力
（
現
東
京
電

力
）
の
信
濃
川
発
電
工
事
資
材

輸
送
の
た
め
に
、
延
長
が
計
画

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
鉄
道
敷
設
工
事
が

進
み
昭
和
二
年
十
一
月
六
日
に

越
後
田
沢
駅
ま
で
開
業
し
ま
し

た
。
そ
の
直
後
、
国
鉄
十
日
町

線
は
、
越
後
川
口
¢
十
日
町
間

を
全
通
さ
せ
、
こ
の
後
昭
和
四

飯
山
線
民
営
化
一
』

　
国
鉄
の
分
割
民
営
化
に
伴
い
、
わ
た
し
た
ち
の
飯
山
線

も
四
月
一
日
か
ら
民
営
化
に
な
り
ま
す
。
飯
山
線
は
、
東

日
本
旅
客
会
社
の
中
に
入
り
、
長
野
支
社
管
轄
と
な
り
ま

す
。
民
営
化
後
は
、
利
潤
追
求
の
形
態
を
と
る
訳
で
す
が
、

従
来
に
比
べ
て
大
々
的
な
イ
ベ
ン
ト
列
車
の
企
画
な
ど
柔

軟
な
経
営
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
日
町
駅
駅
長

　
原
山
正
明
さ
ん

蘭　　　　　　蕊、
　　　　　　鯵　　　　戸

　
　
越
後
田
沢
駅

　
　
　
　
　
一
人
体
制
に

　
　
四
月
一
日
か
ら
の
民
営
化
に

　
備
え
て
飯
山
線
の
合
理
化
が
進

　
め
ら
れ
、
現
在
の
形
態
で
東
日

　
本
旅
客
会
社
に
経
営
が
移
り
ま

　
す
。

　
　
飯
山
線
の
華
や
か
な
こ
ろ
の

　
越
後
田
沢
駅
に
は
、
駅
員
十
人
、

　
保
線
区
員
十
人
も
常
駐
し
て
い

　
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、

　
保
線
区
も
無
く
な
り
駅
員
一
人

　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む

　
体
制
（
醐
3
～
四
ゆ
）
に
な
っ

　
　
　
　
　
ワ
タ
　
　
　
　
　
　
　

　
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
昨
年

　
の
十
一
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
、

島中
上
り
下
り
の
列
車
交
換
業
務
も

月
無
く
な
り
ま
し
た
。

歴
史
を
刻
ん
だ
飯
山
線

地域の鉄道として利用を

　みなさんから飯山線を地域の

鉄道として大いに利用していた

だきたい。民営化後も地域の人

たちに利用されやすいダイヤ改

正やサービスに努めて参ります。

　列車のテザインの統一や「だ

いろ列重」　「ハノラマ列車」な

とのイヘント動重も活用して、

利用客を増やしたいと考えてい

ます。

年
九
月
一
日
、
越
後
田
沢
¢
十

日
町
間
が
開
通
し
、
飯
山
鉄
道

七
十
五
・
四
キ
・
が
全
通
し
ま
し

た
。

．
纏
響

　
戸
狩
か
ら
十
日
町
ま
で
鉄
道

敷
設
が
実
現
で
き
た
の
は
、
信

越
電
力
（
現
東
京
電
力
）
の
中

津
川
発
電
所
と
信
濃
川
鹿
渡
発

電
所
建
設
工
事
の
資
材
運
搬
の

た
め
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
昭
和
二
年
十
一
月
に
越
後
田

沢
駅
ま
で
飯
山
鉄
道
が
開
通
し

た
も
の
の
電
力
業
界
で
は
、
余

剰
電
力
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
た

め
鹿
渡
発
電
所
の
工
事
は
中
止

　
昭
和
十
九
年
六
月
一
日
に
政

府
が
飯
山
鉄
道
を
買
収
し
国
鉄

飯
山
線
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

前
身
で
あ
る
飯
山
鉄
道
は
、
信

越
本
線
豊
野
駅
か
ら
分
岐
し
て

信
濃
川
に
沿
っ
て
新
潟
県
に
入

り
、
十
日
町
に
至
る
全
長
七
十

五
・
四
キ
。
の
地
方
鉄
道
で
し
た
。

　
こ
の
鉄
道
は
、
明
治
時
代
か

ら
中
央
千
曲
川
沿
岸
線
・
ま
た

は
、
信
越
中
央
鉄
道
な
ど
の
名

称
で
招
致
運
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
具
体
化
し
た
の

は
、
大
正
五
年
地
元
の
有
力
者

渡
辺
盛
太
郎
（
上
高
井
郡
長
）

越
寿
三
郎
（
須
坂
製
糸
業
）
な

　
　
ど
に
よ
っ
て
「
北
信
鉄
道
」

て　
　
　
　
　
も
く
　
ろ

せ
　
建
設
の
目
論
み
に
発
展
し

乗を出い思の代
さ
れ
、
昭
和
十
一
年
九
月

時
に
よ
う
や
く
着
工
さ
れ
ま

校高
し
た
。

　
　
　
こ
の
工
事
よ
り
五
年
前

の
昭
和
六
年
四
月
か
ら
国
鉄
信

濃
川
発
電
所
（
宮
中
取
水
口
¢

千
手
）
の
工
事
が
始
ま
り
、
越

後
田
沢
駅
か
ら
、
小
原
の
小
丸

山
ま
で
資
材
運
搬
用
の
引
込
み

線
が
敷
設
さ
れ
ま
し
た
。

活
辣

　
こ
の
二
つ
の
大
工
事
は
、
鹿

渡
発
電
所
が
昭
和
十
五
年
十
一

月
に
第
二
期
工
事
が
完
成
（
第

一
期
工
事
は
昭
和
十
四
年
十
一

月
）
。
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
が

昭
和
十
四
年
十
一
月
に
完
成
し

ま
し
た
。

　
こ
の
間
約
十
年
間
は
、
駅
通

り
や
山
崎
に
料
亭
、
カ
フ
ェ
i

飲
み
屋
が
軒
を
並
べ
、
映
画
館

バ

　
　
げ
〆
　
ー
ゴ

ー
、
／
、
参

．
霧

　
　
〆
、

鞭．“’～

　　～一　　　　　　駕、、

　　　　　　唖騨犠．
　　　　　縫欝繍

　　　馨
　　　、　欝翼贈

、
、
欝

も
三
つ
も
で
き
る
な
ど
工
事
景

気
に
わ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
越

後
田
沢
駅
前
に
は
、
日
本
通
運

や
十
日
町
運
送
（
現
在
、
東
武

運
輸
）
の
営
業
所
が
あ
り
、
ブ

ナ
、
ト
チ
、
桐
材
、
新
炭
な
ど

が
貨
車
で
ど
ん
ど
ん
出
荷
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　人
500

（503）

（451）
越後田沢駅1日乗車客数

（472人）

（368）

　　（312｝（311）

　人
250

　　　　　（270）
（284）

　　　　　　　（225）
　　　　　　　　　（190）

　　　　　　　　　　（172）

4042 44 46　　48　　　50　　　52　　54　　　56　　58　　　60

専r∵ド
S41年ロータリー除雪車の威力に感嘆

く

　
越
後
田
沢
駅
の
一
日
の
乗
車

人
員
は
、
上
の
表
の
よ
う
に
昭

和
四
十
二
年
度
が
ピ
ー
ク
に
な

っ
て
お
り
一
日
五
百
三
人
が
乗

車
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
十

年
後
の
昭
和
五
十
二
年
度
で
三

　
　
百
十
一
人
、
昭
和
六
十
年

　
　
度
で
百
七
十
二
人
と
昭
和

　
　
四
十
二
年
に
比
べ
六
五
％

　
　
減
少
し
て
い
ま
す
。

　　飯山線利用者や婦人、青年、お年より

　　112人にアンケートをとってみました。

◎あなたは4月1日から国鉄（飯山線）

　が民営化になることについて不安があ

　りますか

ない（36．4％）藤誌麟

◎前間で不安がある人はどんなことです

　か

翻，伽

29．3％

14．7％

6．O％

1．0％

そ
　
　
る

お
　
　
“
、

る
　
　
カ

な
　
上

に止
る
が

廃
偽
賃

来
力
将
れ
運

本数が減る
サービスが悪くなる

そ　の　他
◎あなたは飯山線の利用客を増やすため

　にどんなことをした方がよいと思いま

　すか

，
鱗
講麟

％
、
講
．

3
　
f
3

0
　
　
　
0
7

6
　
　
F
D

O
　
　
l

n
乙
　
　
　
－

事
　
す

行
ぷ
光
呼
や

観
を
増

甑
を
縫
数

祭
を
本

％

％

運賃を下げる
そ　 の　 他

　　　　昌

　o通勤時間帯に合せる　o他の線との連絡を
　よくする　O電化し高速化する　O　S　Lを走
　らせる　O飯山線ギャルをつける　Oロマン

　チックな列車に

　このアンケートの中の思い出の欄には

胸を熱くするような思い出がいっぱい書

いてありました。その中でも、現在走っ

ている「ロマンチッタ秋風号」は高校生

にとても人気があることが分かりました。

旧態依然としたや『）方でなく若者の感覚

にマッチした飯山線にしてほしいもので
す。

　
　
　
昭
和
四
十
二
年
当
時
、

　
　
村
内
に
は
二
百
五
十
一
台

　
　
の
車
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

　
　
し
た
が
、
十
年
後
の
昭
和

　
　
五
十
二
年
に
は
二
千
十
八

　
　
台
と
八
倍
に
増
え
て
い
ま

　
　
す
。

　
　
　
公
共
交
通
機
関
の
発
達

　
　
し
て
い
な
い
当
地
域
で
は
、

目
的
地
へ
自
由
に
行
く
こ
と
が

で
き
る
車
が
必
需
品
と
な
り
、

飯
山
線
離
れ
の
状
態
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
貨
物
や
旅
客
の
交
通
も
車
が

主
導
を
握
っ
て
い
る
現
在
、
気

持
だ
け
で
は
飯
山
線
を
将
来
に

わ
た
っ
て
存
続
さ
せ
る
こ
と
は

不
可
能
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

十
年
後
、
二
十
年
後
の
近
い
将

　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
下
段
へ
）
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一
　
｝

　
　
　
　
　
　
通
運
基
地
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
越
後
田
沢
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
津
　
敬
さ
ん
（
芋
川
）

　
　
　
　
県

　
今
か
ら
二
十
年
く
ら
い
前
の

越
後
田
沢
駅
は
、
乗
降
客
も
多

く
、
小
荷
物
や
貨
物
の
貨
車

輸
送
等
重
要
拠
点
で
、
中
里
村

の
通
運
基
地
だ
っ
た
。
荷
物
の

発
着
所
と
し
て
は
、
十
日
町
駅

津
南
駅
に
つ
ぐ
大
き
な
取
扱
駅

で
、
春
は
、
肥
料
農
薬
が
十
五

ト
ン
貨
車
で
ど
ん
ど
ん
入
荷
し
、

倉
庫
に
入
り
き
れ
ず
に
、
野
積

の
状
態
、
夏
は
、
ブ
ナ
、
ナ
ラ

の
パ
ル
プ
材
が
毎
日
く
県
境

山
奥
か
ら
駅
構
内
で
貨
車
積
み

さ
れ
、
桐
ノ
木
も
当
時
は
、
産

地
と
し
て
大
量
に
貨
車
輸
送
さ

れ
た
、
木
材
の
貨
物
扱
で
は
、

飯
山
線
随
一
と
も
い
わ
れ
た
。

冬
は
中
里
村
の
生
鮮
食
糧
や
、

生
活
資
材
が
一
手
に
駅
で
扱
わ

れ
、
自
動
車
の
通
ら
な
い
冬
な

ど
、
駅
か
ら
の
ソ
リ
運
搬
が
多

か
っ
た
。
大
雪
の
中
で
も
工
事

用
セ
メ
ン
ト
が
到
着
し
入
荷
す

る
と
、
宮
中
方
面
工
事
現
場
ま

で
親
子
競
争
で
、
駄
賃
取
り
ソ

リ
引
き
が
に
ぎ
わ
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
あ
の
こ
ろ
、
米
、
木

炭
を
は
じ
め
、
生
産
物
は
ほ
と

ん
ど
飯
山
線
越
後
田
沢
駅
が
利

用
さ
れ
、
わ
が
中
里
村
を
支
え

て
く
れ
た
大
事
な
交
通
輸
送
機

関
で
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
冬
期
は
不
通
が
あ
た
り
ま
え
だ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
松
吉
さ
ん
（
田
中
）

　
昭
和
十
七
年
に
田
中
に
家
を

構
え
ま
し
た
。
当
時
の
飯
山
鉄

道
は
民
営
で
し
た
の
で
駅
員
も

隣
組
み
に
入
り
、
一
緒
に
飲
ん

だ
り
旅
行
を
し
た
り
家
族
ぐ
る

み
の
つ
き
合
い
を
し
ま
し
た
。

　
当
時
の
飯
山
鉄
道
は
、
十
一
一

月
か
ら
三
月
ま
で
不
通
の
状
態

が
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
し
た
。

　
雪
が
降
り
止
ま
る
と
線
路
除

雪
の
た
め
各
家
に
人
足
が
割
り

当
て
ら
れ
、
ス
コ
ッ
プ
を
片
手

に
何
百
人
も
出
て
除
雪
作
業
を

し
ま
し
た
。
特
に
ト
ン
ネ
ル
手

前
の
堀
り
割
は
、
雪
を
四
角
に

切
っ
て
背
中
に
そ
っ
て
出
し
た

も
の
で
す
。
早
く
雪
を
消
す
た

め
に
線
路
沿
い
に
土
を
ま
い
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
三
十
年
代
に
入
っ
て
ロ

ー
タ
リ
ー
除
雪
車
が
来
る
と
い

う
の
で
み
ん
な
で
見
学
に
行
っ

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
昭
和
三
年
こ
ろ
は
、
飯
山
か

ら
汽
車
市
も
来
て
に
ぎ
わ
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

高
校
生
活
と
飯
山
線

　
　
　
　
南
雲
カ
ツ
ミ
さ
ん
（
田
中
）

　
「
赤
い
夕
日
が
校
舎
を
染
め

て
～
」
こ
れ
は
わ
た
し
が
高
校

生
の
こ
ろ
に
流
行
し
た
歌
で
す
、

こ
の
歌
と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

と
飯
山
線
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ

て
思
い
出
さ
れ
て
き
ま
す
。

　
ま
だ
蒸
気
機
関
車
だ
っ
た
こ

ろ
高
校
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

S
L
は
特
有
の
臭
い
と
、
何
よ
り
、

ト
ン
ネ
ル
で
窓
を
し
め
な
い
と

煙
く
て
た
ま
ら
な
い
と
い
う
、

今
に
す
れ
ば
楽
し
い
汽
車
で
す
。

　
時
に
は
客
車
が
連
結
し
て
い

な
く
て
貨
物
列
車
に
の
り
、
駅

に
つ
く
ま
で
ま
っ
暗
と
い
う
貴

重
な
体
験
も
し
ま
し
た
。

大
雪
で
飯
山
線
が
不
通
に
な
っ

た
時
に
は
二
時
間
も
か
け
て
十

日
町
ま
で
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。

　
飯
山
線
は
わ
た
し
た
ち
に
と

っ
て
掛
替
え
の
な
い
大
切
な
足

だ
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
今
で

も
、
飯
山
線
に
乗
る
と
心
が
踊

り
ま
す
。

来
の
飯
山
線
の
姿
も
不
透
明
で

す
。
万
一
廃
止
さ
れ
る
よ
う
な

事
態
に
な
れ
ば
、
特
に
利
用
の

多
い
通
学
者
、
通
勤
者
、
お
年

よ
り
の
足
が
他
の
交
通
手
段
を

利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
長
野
方
面
に

行
く
の
に
大
変
時
間
を
要
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
か
ら
約
四
十
キ
ロ
の
戸

狩
駅
に
は
、
昨
年
で
約
八
万
五

千
人
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
訪
ず
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
観
光
客

の
誘
致
や
産
業
経
済
面
に
も
支

障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
国
鉄
が
民
間
会
社

に
な
る
今
日
、
将
来
に
わ
た
っ

て
存
続
を
し
て
も
ら
う
た
め
に

は
み
ん
な
で
利
用
す
る
以
外
に

あ
り
ま
せ
ん
。
残
し
て
ほ
し
い

と
い
う
気
持
を
み
ん
な
で
も
っ

て
、
鉄
道
を
利
用
す
る
と
き
は

越
後
田
沢
駅
で
キ
ッ
プ
を
手
配

し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
が
越
後
田

沢
駅
の
実
績
に
な
る
の
で
す
。

§
㌔
，
s
．
｝
，
驚
．
．
．
　
，
鑓
蓑
垂
蝋

旅
の
キ
ッ
プ
は

　
越
後
田
沢
駅
に
連
絡
を

　
越
後
田
沢
駅
に
勤
務
す
る
藤

木
さ
ん
は
「
国
鉄
の
キ
ッ
プ
な

ら
、
全
国
ど
こ
の
キ
ッ
プ
も
一

ヵ
月
前
か
ら
発
売
で
き
ま
す
。

新
幹
線
の
特
急
券
や
指
定
席
も

電
話
を
い
た
だ
け
れ
ば
用
意
し

て
お
届
け
い
た
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
」
と
意

欲
満
々
で
す
。

夢
を
は
ぐ
く
む

　
　
　
　
飯
山
線
に

　
経
済
大
国
で
あ
る
日
本
は
、

今
後
も
高
度
な
技
術
革
新
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
時
代
こ
そ

日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス
を
、
自
然

に
恵
ま
れ
た
中
で
の
ん
び
り
静

養
で
き
る
場
所
が
必
要
で
す
。

現
在
、
リ
ゾ
ー
ト
構
想
の
計
画

が
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
こ
う
し
た
中
で
、
信
濃
川

号
　
沿
い
の
四
季
の
美
し
い
景

風
　
色
を
ゆ
っ
く
り
と
な
が
め

秋ク
　
ら
れ
る
飯
山
線
を
生
か
し

ツ　
　
た
い
も
の
で
す
。
四
季
に

チ
ン
　
合
せ
地
域
の
ぬ
く
も
り
を

マロ
　
感
じ
ら
れ
る
観
光
イ
ベ
ン

る
　
ト
の
開
催
な
ど
、
飯
山
線

たわ
　
の
発
展
を
み
ん
な
で
考
え

を
　
た
い
も
の
で
す
。

橋鉄

働くこセ楽しき

シルバー人材センター

　
高
齢
者
の
も
つ
知
識
、
経
験

技
能
を
社
会
に
生
か
し
、
健
康

と
生
き
が
い
を
求
め
る
高
齢
者

事
業
団
、
昨
年
の
四
月
か
ら
、

十
日
町
市
、
津
南
町
、
川
西
町
、

中
里
村
で
組
織
す
る
十
日
町
地

域
高
齢
者
事
業
団
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
広
域
高
齢
者
事
業
団
は
全
国

に
五
箇
所
し
か
な
く
、
十
日
町

地
域
高
齢
者
事
業
団
は
、
国
の

補
助
金
と
市
町
村
か
ら
の
補
助

金
を
受
け
て
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
一
月
末
現
在
、
五
百
四
十

八
人
の
会
員
を
擁
し
て
い
ま
す
。

会
員

所

　
一
月
末
現
在
、
当
村
の
会
員

は
八
十
一
人
を
数
え
て
い
ま
す
。

四
月
か
ら
一
月
末
ま
で
に
延
千

三
百
七
十
一
人
で
六
百
六
十
二

壽

、
4
ぎ

万
円
余
り
の
仕
事
を
こ
な
し
て

い
ま
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
津
南
町
、
川

西
町
を
大
き
く
リ
ー
ド
し
組
織

が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
ま

で
に
、
民
間
事
業
所
八
社
、
個

人
十
五
口
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
、

役
場
な
ど
が
仕
事
を
委
託
し
て

い
ま
す
。
ど
の
職
場
で
も
高
齢

者
の
手
を
抜
か
な
い
働
き
ぷ
り

が
好
評
で
す
。
高
齢
者
と
い
っ

て
も
つ
い
最
近
ま
で
現
役
だ
っ

た
人
も
多
く
、
大
工
仕
事
な
ど

幅
広
い
職
種
に
活
躍
し
て
い
ま

す
。

亀幅＼

老練の技冬囲い

　
高
齢
者
事
業
団
の
人
た
ち
が

働
い
て
い
る
職
場
に
行
っ
て
感

じ
る
こ
と
は
、
高
齢
者
事
業
団

の
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を

も
ち
生
き
生
き
と
仕
事
を
し
て

い
る
こ
と
で
す
。

大

い

！

　
一
月
十
二
日
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、
中
里
事
務
所
主
催

に
よ
る
会
員
の
集
い
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
員
の
七
割
に
当
た

る
五
十
八
人
が
出
席
し
、
冬
囲

い
の
や
り
方
や
看
護
と
介
護
に

　　　　　　　健康と生きがいを求めて

　　　　　　　　　　山田永信さん

　　　　　　　　　　　　　　　（朴木沢）

　高齢者事業団に入ったお陰で、だれと会

っても気安く話しができるようになりまし

た。わたしたち高齢者は、自分の能力や経験

を生かし、少しでも家庭や社会のために役立

ちたいと考えています。この事業団の創設に

よって生きがいのある老後を過すとともに、

体を使った仕事をすることで目分の健康や

ボケを防ぐ一助にしたいと考えています。

老人バワーも捨てたもんではありません。

　同じ年ごろの人たちと話しをしながら働

けることはとても楽しいことです。休憩時

間には世の中のことや家庭の話しまで飛び

出し、参考になることがいっばいあります。

　1士事は、冬囲いや雪ほりが中心です。こ

の前の会員の集いにはたくさんの仲間が集

まって楽しい一日を過しました。最近では

高齢者事業団の一員であることに誇りがも

てるようになってきました。

つ
い
て
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
様
子
を
見
て
い
て
感
じ

た
こ
と
は
、
囲
い
の
材
料
の
用

意
な
ど
み
ん
な
で
協
力
し
て
や

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
困
っ
て

い
る
人
が
い
る
と
す
ぐ
手
助
け

を
す
る
気
持
は
と
て
も
す
ば
ら

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
冬
囲
い
の
講
師
は
、
会
員
の

中
か
ら
山
田
永
信
さ
ん
等
三
人

が
、
縄
を
使
っ
て
囲
い
の
や
り

方
や
縄
の
結
び
方
を
説
明
し
ま

し
た
。
看
護
と
介
護
に
つ
い
て

は
、
上
村
病
院
の
涌
井
婦
長
さ

ん
が
、
患
者
と
の
接
し
方
や
着

替
え
な
ど
の
や
り
方
を
説
明
し

ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
懇
親
会
が
開
か

れ
、
ほ
ど
よ
く
酔
い
の
回
っ
た

会
員
た
ち
は
歌
や
踊
り
に
興
ヒ

楽
し
い
一
日
を
過
し
ま
し
た
。

　
お
お
む
ね
六
十
歳
～
六
＋
五

歳
と
い
う
仲
間
で
す
か
ら
話
し

も
通
じ
や
す
く
「
来
年
の
申
込

み
も
今
日
や
っ
て
い
こ
う
」
と

意
欲
満
々
で
し
た
。

看護の説明に真剣な眼ざし

　
　
　
　
　
肺
ガ
ン
約
四
倍

　
　
　
　
喉
頭
ガ
ン
約
二
十

購

癒
厭

　
　
　
　
倍
1
。
こ
れ
は
、

．
醐
知
轍

　
　
　
　
ガ
ン
に
よ
る
喫
煙

　
　
　
　
者
の
死
亡
率
が
、

　
　
　
　
吸
わ
な
い
人
に
比

繊
の
鮒

　
　
　
　
べ
て
ど
れ
だ
け
高

　
　
　
・
い
か
を
示
し
た
数

　
　
　
　
字
で
す
。
こ
の
一

庫
ま職
罵
惚
｛
恥

　
　
　
　
例
か
ら
も
分
か
る

隣継．
　
　
　
　
よ
う
に
、
た
ば
こ

が
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
な
く
て

も
、
吸
っ
て
い
る
人
の
そ
ば
に

い
る
だ
け
で
そ
の
十
分
の
一
の

藤
．
画

標
高
二
五
〇
〇
麿
高
地
生
活
者

　
た
ば
こ
を
吸
う
と
体
内
に
取

り
入
れ
る
酸
素
量
が
少
な
く
な

り
ま
す
。
一
日
に
約
二
十
本
吸

う
と
、
二
五
〇
〇
屑
く
ら
い
の

高
地
で
生
活
し
て
い
る
の
と
同

じ
状
態
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
（
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
）

た
ば
こ
を
吸
う
と
ス
タ
ミ
ナ
が

な
く
な
っ
て
、
息
切
れ
し
や
す

い
の
は
、
一
種
の
”
酸
欠
状
態
”

に
な
る
か
ら
で
す
。

　
わ
が
家
で
は
、
た
ば
こ
を
吸

う
場
所
を
決
め
て
、
子
ど
も
や

お
年
よ
り
、
妊
婦
の
そ
ば
で
は

吸
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

昭和62年3月10日～広報噸かマ5



q象

翼
の
あ

　今から18年前の昭和44年度から米の

生産調整政策が実施されています。昭

和53年度からの「水田利用再編対策」

も今年度で終了し、新たに「水田農業

確立対策」が、昭和67年度までの6年

間実施されます。この概要についてお

知らせいたします。

㊨㊦◎⑤⑳②⑪⑫

話る

い作

政
府
持
越
米

　
百
九
十
万
ト
ン
の
見
込
み

　
昭
和
四
十
四
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
て
き
た
米
の
生
産
調
整
政

策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
の
生

産
と
消
費
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
依
然

と
し
て
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
昭
和
六
十
一
年
産
米
の

豊
作
に
伴
う
政
府
持
越
米
は
、

百
九
十
万
，
’
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
適
正
在
庫
量
を

四
十
万
、
’
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
水
田
農
業
確
立
対
策
は
、
こ

の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
る
と

　
　
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
実
施

陛　　・　　｝　　　躍
　　　　　　　　ワさ

＿義～　　　ノ∠
・こ就ぎ瀞・’

鍵　　　　　　　　・　　　　　　＼

　　　　真剣な討議を通じ対策を

｝

　ほおをたたく横なぐりの雪の中、村民
アルベンスキー大会が、3月1目当間ス
キー場で開かれました。参加した44名の
選手たちは、寒さに身体を堅くしながら
も、赤青の旗門を巧みにくぐり抜けまし
た。競技を進めてくれる体協スキー部の
メンバーから「早くスキー場を」という
声が聞かれました。

し
て
き
た
対
策
の
反
省
の

上
に
立
っ
て
実
施
さ
れ
る

も
の
で
す
。
こ
の
対
策
は
、

転
作
を
通
ず
る
生
産
性
の

向
上
、
地
域
輪
作
農
法
の

確
立
、
米
の
計
画
的
生
産

の
三
つ
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

生
産
調
整
、
行
政
主
導
か
ら

　
生
産
者
自
身
へ

　
こ
れ
ま
で
の
転
作
対
策
で

は
、
需
給
調
整
は
政
府
の

問
題
で
あ
り
、
生
産
者
は

や
む
え
ず
転
作
に
協
力
し
て
㌧

る
と
い
っ
た
考
え
方
が
強
く
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
来
「
需

給
に
応
じ
た
生
産
を
行
う
」
こ

と
は
生
産
者
自
身
の
問
題
で
す
。

こ
の
水
田
農
業
確
立
対
策
で
は
、

生
産
者
団
体
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
、
い
わ
ば
車
の
両
輪
の

ご
と
く
推
進
し
て
い
く
こ
と
に

大
き
く
方
向
転
換
し
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
度
転
作
等
目
標
面
積

　
百
四
十
六
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
昭
和
六
十
一
一
年
度
の
転
作
目

標
面
積
は
、
百
四
十
六
・
七
診

県
か
ら
割
り
当
て
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
転
作
の
取
り
組

み
は
、
水
稲
組
合
や
一
部
の
専

業
農
家
を
除
い
て
は
有
効
利
用

さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
状
で
す
。

　
転
作
田
か
ら
手
っ
と
り
早
い

現
金
収
入
が
望
め
な
い
た
め
、

兼
業
農
家
を
中
心
に
、
山
間
地

や
湿
田
等
稲
作
不
適
地
に
転
作

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
転
作
政
策
は
、
将
来

に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
村
内
の
転

作
面
積
を
仮
に
捨
て
作
り
し
ま

す
と
約
二
億
円
近
い
農
業

収
入
の
減
を
招
き
ま
す
。

農
家
経
営
を

真
剣
に
考
え
よ
う

　
当
村
の
農
家
戸
数
千
百

十
二
戸
の
内
、
第
二
種
兼

業
農
家
（
農
外
収
入
の
方

が
多
い
）
が
七
百
八
十
七

戸
と
全
体
の
七
割
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
の
人
た
ち

②生産性向上等加算…生産規模の拡大、生産の組織化、

　　　　　　　　転作田の団地化、畑転換、畜産複合、

　　　　　　　　産地形成等を誘導するもの
③地域営農加算…農協等が中心となって地域の水田農

　　　　　　　　業確立を計画的に推進するもの
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　2月18日、田沢小グラウンドで第7　期鋳旨　ロ
回村内小学校スキー大会が開か構し鱗張i

募翫鮫唱灘あ灘総業内蓄：
合いました。結果は・スキーに力を入萎劾懇1

馨翻奪唇窃禦騎夏某奎礎妻学藍i
大いに振興させたいものです。　　　　鴛オ憲蟻　1

　
成
　
績

★
小
学
生
女
子
の
部

　
（
一
年
～
三
年
）

　
一
位
　
岡
村
由
梨
（
田
沢
小
）

　
二
位
　
富
井
英
利
佳
（
田
沢
小
）

　
三
位
　
南
雲
麻
祐
（
田
沢
小
）

　
（
四
年
～
六
年
）

　
一
位
池
田
由
佳
（
田
沢
小
）

　
二
位
　
南
雲
千
桂
（
田
沢
小
）

　
三
位
　
佐
藤
文
子
（
田
沢
小
）

★
小
学
生
男
子
の
部

　
（
一
年
～
三
年
）

　
一
位
　
林
　
卓
真
（
田
沢
小
）

　
二
位
　
広
田
　
渉
（
田
沢
小
）

　
三
位
　
山
田
寿
文
倉
俣
小
）

　
　
　
　
　
8
　
0
　
　
－
　
　
8
　
　
■
　
　
巴
　
　
8
　
0
　
　
1

　
　
　
　
　
．
』
　
～
F
『
一
　
　
』
．
、
ず
’
　
F
二
－
　
け
．
』
；
ド
』
、
・
．
’

　
成
　
績

★
五
年
男
子
（
三
キ
ロ
）

　
一
位
島
田
和
弘
（
倉
俣
小
）

　
二
位
島
田
康
則
（
倉
俣
小
）

　
三
位
　
富
井
　
徹
（
田
沢
小
）

★
五
年
女
子
（
ニ
キ
ロ
）

　
一
位
　
村
山
千
里
（
田
沢
小
）

　
二
位
　
竹
藤
さ
ゆ
り
（
倉
俣
小
）

　
三
位
　
鈴
木
洋
子
（
倉
俣
小
）

★
六
年
男
子
（
三
キ
ロ
）

　
一
位
　
斉
喜
　
直
（
倉
俣
小
）

　
二
位
　
鈴
木
水
城
（
倉
俣
小
）

、
イ．

、

■
　
1
　
6
　
6
　
■
　
］

・
御

　
（
四
年
～
六
年
）

　
一
位
　
鈴
木
隆
司
（
倉
俣
小
）

　
二
位
　
山
田
琢
也
（
倉
俣
小
）

　
三
位
　
高
野
進
也
（
田
沢
小
）

★
中
学
生
男
子
の
部

　
一
位
　
小
林
　
司
（
中
里
中
）

　
二
位
　
岡
村
充
由
（
中
里
中
）

　
三
位
島
田
博
樹
（
中
里
中
）

★
｝
般
男
子
の
部

　
一
位
　
大
島
明
（
芋
川
新
田
）

　
二
位
　
関
谷
幸
雄
（
田
中
）

　
三
位
　
小
林
英
利
（
上
山
）

　
　
一
　
●
　
　
■
　
　
雷
　
嗣
　
　
0
　
6
　
■
　
　
6
　
　
●
　
■
　
　
巳

水田農業確立助成補助金の体系単価（網／1・、

区　　分
基本額

　①

加　算　額
生産性向上等加算

　　②
地域営農加算

　　③

一　般　作　物

（離鱒奪物〉
20 20 10

永年性作物等
（林地、養魚池等）

25 20 10

特　例　作　物

（野菜、たぱこ等） 7 5 ｝

土地改良通年施行 9 『 ｝

の
耕
作
面
積
は
一
診
未
満
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
中
魚
沼
農
業
改

良
普
及
所
の
資
料
に
よ
れ
ば
こ

の
農
家
で
は
、
育
苗
、
田
植
、
乾

燥
作
業
等
は
委
託
し
た
方
が
有

利
と
い
う
数
字
が
出
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
実
に
は
農
作
業

を
受
託
し
て
く
れ
る
農
家
が
い

な
い
、
ほ
場
条
件
が
悪
い
、
す

で
に
機
械
が
あ
る
と
い
っ
た
こ

と
で
農
作
業
の
受
委
託
が
進
ん

で
い
な
い
状
況
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
と
転
作
の
実

施
を
考
え
合
せ
、
農
業
収
益
の

上
が
る
農
家
経
営
を
真
剣
に
考

え
る
べ
き
と
き
で
は
な
い
で
し

よ
　
　
　
、
o

　
、
つ
力

土
地
に
対
す
る
執
着
心
を

　
　
　
　
一
歩
踏
み
出
し
て

　
現
在
農
業
の
実
権
を
握
っ
て

ー
　
　
曝
　
　
■
　
　
圏
　
　
騒
　
　
匿
　
　
1
　
　
ー

　
三
位
　
井
ノ
川
剛
（
田
沢
小
）

★
六
年
女
子
（
ニ
キ
ロ
）

　
一
位
林
実
和
子
（
田
沢
小
）

　
二
位
　
樋
口
祐
佳
（
田
沢
小
）

　
三
位
　
鈴
木
直
美
（
倉
俣
小
）

★
リ
レ
ー

　
男
子
　
一
位
倉
俣
小

　
女
子
　
一
位
　
田
沢
小

　　　　　　　　　　　　　雪国特有の粘り強さを　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吹雪に負けず果敢に挑む
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い
る
人
た
ち
の
多
く
が
、
昭
和

二
十
一
年
か
ら
行
わ
れ
た
農
地

改
革
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
こ

の
人
た
ち
の
土
地
に
対
す
る
執

着
心
は
と
て
も
強
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
昭
和
五
十

六
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
農
用
地

利
用
増
進
法
は
、
安
心
し
て
農

地
の
貸
し
借
り
が
で
き
る
制
度

に
な
っ
て
い
ま
す
。

助
成
補
助
金
加
算
を
重
視

　
従
来
に
比
べ
転
作
助
成
補
助

金
の
基
本
額
が
減
り
、
加
算
制

度
に
ウ
エ
ー
ト
が
置
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
加
算
の
中
に
は
、

生
産
組
織
加
算
、
団
地
加
算
、

産
地
形
成
加
算
、
畜
産
複
合
加

算
、
な
ど
八
種
類
の
加
算
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

討
論
す
る
こ
と
か
ら

　
　
　
新
し
い
や
り
方
を

　
話
し
合
い
も
せ
ず
に
旧
態
依

然
と
し
た
や
り
方
で
は
、
い
つ

に
な
っ
て
も
転
作
田
を
生
か
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
集
落
の

農
区
長
を
は
じ
め
転
作
定
着
化

推
進
協
力
員
を
中
心
に
、
集
落

ご
と
に
転
作
の
あ
り
方
を
大
い

に
議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
稲
作

を
時
代
に
合
っ
た
や
り
方
に
し

て
い
く
こ
と
が
、
村
の
将
来
を

左
右
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
村
の
農
業
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

辮鎭〆
西
　
　
㌧

　
　
新
人
戦
で
は
、
優
勝
等
の
上

　
位
入
賞
を
逸
し
ま
し
た
が
、
男

　
子
リ
レ
ー
で
は
五
位
入
賞
を
果

・
蔦
蛇
群
驚
鏑
雛
卿

　
強
豪
ぞ
ろ
い
の
中
に
あ
っ
て
そ

漁
れ
ぞ
れ
よ
い
位
置
に
つ
け
、
男

　
女
と
も
来
シ
ー
ス
ン
に
向
け
て

　
明
る
い
希
望
が
も
て
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
雪
の
あ
る
う
ち
に
い

　
つ
ば
い
墓
礎
技
術
を
積
み
、
来

　
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
ガ
ン
バ
ッ

　
て
行
き
た
い
。
　
（
若
月
先
生
）

成
　
績

★
第
3
8
回
松
之
山
ス
キ
ー
競
技
会
（
松
之
山
）

　
◎
男
子
5
K
　
六
位
服
部
和
也
、
七
位

　
山
田
勝
之
、
十
位
富
井
学
、
十
五
位
保

　
坂
泰
祐

　
◎
女
子
3
K
　
二
位
樋
口
あ
け
み
、
八

　
位
山
田
祐
子
、
十
一
位
桑
原
智
子
、
十

　
二
位
上
原
三
千
代

　
◎
男
子
リ
レ
ー
　
二
位

　
◎
女
子
リ
レ
ー
　
二
位

★
第
37
回
郡
市
中
学
校
新
人
ス
キ
ー
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
田
中
周
辺
）

　
◎
共
通
男
子
1
0
K
　
六
位
保
坂
泰
裕
、

　
九
位
富
井
学

　
◎
一
年
男
子
5
K
　
五
位
富
井
貴
浩
、

　
十
一
位
山
田
隆
、
十
七
位
服
部
友
也

　
◎
共
通
女
子
5
K
　
三
位
樋
口
あ
け
み
、

　
十
三
位
山
田
祐
子

　
◎
二
年
女
子
3
K
　
十
二
位
上
原
三
千

　
代
　
◎
一
年
女
子
3
K
　
十
三
位
桑
原
智
子

　
◎
男
子
リ
レ
ー
　
五
位
（
保
坂
泰
裕
、

　
富
井
学
、
柳
修
二
、
服
部
公
彦
）

安
な
人
は
保
健
所
ま
で

　
　
　
　
エ
イ
ズ
と
は
「
後
天
性
免
疫

　
　
　
不
全
症
候
群
」
の
こ
と
で
あ
り

　
　
　
昭
和
5
6
年
ア
メ
リ
カ
で
初
め
て

　
　
　
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
も

　
　
　
最
近
女
性
や
妊
婦
の
患
者
が
報

　
　
　
告
さ
れ
る
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン

　
　
　
グ
な
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
、
厚
生

省
で
は
、
エ
イ
ズ
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
委

員
会
（
監
視
体
制
）
が
で
き
ま
し
た
。

★
エ
イ
ズ
と
は

　
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で
あ
り
、

血
液
・
精
液
等
に
よ
り
う
つ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
感
染
し
て
も
す
べ
て

の
人
が
発
病
す
る
わ
け
で
な
く
、
そ
の

中
で
ご
く
一
部
の
人
が
発
病
し
ま
す
。

発
病
す
る
と
体
の
免
疫
力
（
抵
抗
力
）

が
極
端
に
低
下
し
、
次
の
症
状
が
で
ま

す
。　
①
発
熱
、
寝
汗
、
食
欲
不
振
、
下
痢
、

　
　
体
重
減
少

　
②
弱
毒
菌
に
よ
る
日
和
見
感
染
症

　
　
（
カ
ビ
な
ど
通
常
は
発
病
し
な
い

　
　
徴
生
物
に
よ
る
感
染
症
）

　
③
悪
性
腫
瘍
（
カ
ポ
ジ
ー
肉
腫
な
ど
）

エ
イ
ズ
に
か
か
る
と
今
の
と
こ
ろ
こ
れ

と
い
っ
た
治
療
法
も
な
く
、
そ
の
後
の

経
過
が
著
し
く
不
良
で
す
。

★
エ
イ
ズ
相
談
は
保
健
所
へ

　
普
通
の
生
活
を
し
て
い
れ
ば
エ
イ
ズ

に
か
か
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
が
、

心
あ
た
り
が
あ
り
心
配
な
方
は
十
日
町

保
健
所
（
奮
五
七
－
二
四
〇
〇
）
へ
ど

う
ぞ
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
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みなさんに関係あります。

見出しだけでも目を通してください。

集まって創造する喜びを

十日町少年少女発明クラブ員募集

　　　ン　　　鴫が　　　　　る　 ヘロ網
、
口
亀

★募集人員　小学校4年～中学校3年

　　　　までの約80名
★活動場所　十日町市立理科教育セン

　　　　ター（十日町中学校内〉

★活動日　4月～11月までの隔週土・

　　　　日曜日で年間20回位
★応募方法　3月14日（Bまでに、各学

　　　　校へ申込みをしてください。

　十目町高校定時制

第2次入学生徒の募集

、熱

村山正一さん
　　　　（20歳・田沢）

十日町高校定時制では、次により第

2次入学生徒の募集をします。

★募集学年および人員

普通科第1学年・若干名
★第2次入学者選抜学力検査
　3月26日休）検査教科は「国語」「数

学」「英語」の3教科と面接

★出願手続き

「入学願書（600円の県収入証紙を貼る）」

「受検票」「調査書」を在学（出身）中

学校校長を経て十日町高等学校長に
捷出

★受付け

3月20日㈹から3月25日依）午後4時まで

詳しくは、県立十日町高等学校定時

制課程〔十日町市本町西1丁目含（52）3575〕

へ問い合せください。

訓練生募集
　　十日町市高等職業訓練校

十日町市高等職業訓練校では、次の

とおり訓練生を募集しています。

★募集科　　　人員　期間　昼・夜

一般事務科　　20人　　1年　夜

経理事務科　　30人　　6ヵ月　昼

和文タイプ科　10人、10入　6ヵ月　昼・夜

コンピュータ科20人6ヵ月夜
建築製図科　　30人　　6ヵ月　夜

測量科20人3ヵ月夜
造園科20人3ヵ月昼
詳しくは、十日町市高等職業訓練校

まで（a52－3803）

「車両系建設機械運転技

能講習Jのご案内

機体重量3トン以上のブルドーザー、

トラタターショベル、バッタホー等の

運転は、労働安全衛生法により、指定

教習機関の行う技能講習を修了したも

のでなければ運転できないことになっ

ておりますが、この技能講習が本年度

は次の日程により実施されますのでお

知らせいたします。

　　　学科　　実技
第1回目4月1日～2日　4月20日～24日

第2回目5月21日～22日　6月15日・一19日

第3回目7月1日～2日　7月20日～24日

第4回目9月1日～2日　9月28日～10月2日

十日町市内の鉄工会社に勤め

ている。若い人があまりいない

ので、自分の若さでもっと社内

の雰囲気をもり上げたいと思っ

ている。趣味はドライフ。お金

をためてBMW（ドイツの車）を

買うのが夢だ。いま一番楽しい

のは友達と一諸に飲みながらワ

イワイやっている時。性格はわ

りと人見知する万。好きな女性

のタイブはにぎやかな人。村へ

の要望は、年々若者が減ってい

るようなので、とにかく若者に

とって魅力ある村にしてほしい。

（大型特殊免許取得者は実技は1日で
終了）

詳細問合せ先

建設業労働災害防止協会新潟県支部

新潟市新光町7－5新潟県建設会館内

君　（025）285－7141

　
　
4
月
12
日
投
票
日

　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
議
会
議
員
選
挙

　
新
潟
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
　
　
情
で
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、

が
、
四
月
十
二
日
に
行
わ
れ
る
　
　
四
月
三
日
（
告
示
日
）
か
ら
四

予
定
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
十
一
日
ま
で
不
在
者
投
票
が

　
投
票
で
き
る
人
は
、
昭
和
四
　
　
で
き
ま
す
。
出
稼
ぎ
等
で
村
外

十
二
年
四
月
十
三
日
ま
で
に
生
　
　
に
行
か
れ
て
い
る
人
は
、
告
示

れ
た
人
で
、
一
月
二
日
以
前
か
　
　
日
前
で
も
投
票
用
紙
の
請
求
が

ら
引
き
続
き
村
内
に
住
所
を
有
　
　
で
き
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
選

し
て
い
る
人
で
す
。
　
　
　
　
　
　
挙
管
理
委
員
会
ま
で
手
続
き
を

一
月
三
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
人
　
　
　
し
て
く
だ
さ
い
。
　
（
家
族
の
人

　
　
　
　
　
住
所
証
明
が
必
要
　
　
　
で
も
結
構
で
す
。
）

　
一
月
三
日
以
降
県
内
の
他
の
　
　
　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
は

市
町
村
か
ら
当
村
に
転
入
さ
れ
　
　
　
　
　
　
事
前
手
続
き
が
必
要

た
人
は
、
前
住
所
地
で
投
票
す
　
　
　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
　
　
人
は
、
障
害
の
程
度
に
よ
り
自

合
は
、
村
長
の
発
行
す
る
住
所
　
　
宅
で
郵
便
に
よ
る
投
票
を
す
る

証
明
書
が
必
要
で
す
か
ら
、
あ
　
　
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
前
に
手

ら
か
じ
め
住
民
課
戸
籍
係
で
証
　
　
続
き
が
必
要
で
す
の
で
選
挙
管

明
書
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
　
　
理
委
員
会
に
お
問
い
合
せ
く
だ

ヤ
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ロ

㌧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
㌧

出
稼
ぎ
者
は
不
在
者
投
票
の
　
　
　
　
中
里
村
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
手
続
き
を
お
早
め
に
　
　
　
　
費
六
三
ー
二
五
二
㊥
8
2

　
投
票
日
に
や
む
を
得
な
い
事
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育英資金貸与希望者へ

申込方法
1．「中里村育英資金貸与願」に記入、押

印し、2部提出してください。用紙

は教育委員会にあ『）ます。

2．添付書類として、下記書類をお願い

　します。

①身分証明書　1通

②健康診断書　1通

③成績証明書　1通
④大学在学者は、在学証明書　1通

3．提出期日　4月10日まで

4．提出先　中里村教育委員会

ノイローゼなどは

　　　早めに相談を

複雑にからみ合う社会、人間関係の

難しさ。こんな生活に疲れ軽いノイロ

ーゼや不眠状態になる人が増えていま

す。　一人で悩んで自分の中に閉じこ

もってしまうと症状が進んでしまいま

す。

一人で思い悩んでいないで思い切っ

て、専門医のアドバイスを受けること

が一番大切です。

村では、下記により精神衛生相談を

行いますのでお気軽においでください。

★相談日　3月19日㈱　午後2時

★会　場　老人福祉センター

　※相談ご希望の方は、3月14日まで

　に保健課に申し出てください。

農業用軽油、免税証の交付

農業用軽油にかかる免税証の交付を、

次の通膨）行います。該当される人は、

忘れずに交付を受けでください。

なお、当日交付を受けなかった場合、

交付を受けることができなくなること

があります。

★交付日　3月17日（火）

★交付場所　十日町財務事務所会議室

★交付時問　午前9時～12時

　　　　午後1時～4時
★必要書類
（1〉印鑑（共同使用の場合は全員の印

　鑑）
（2）免税軽油使用者証

（3）耕作面積証明書（農業委員会で証

　明を受けてください。）

（4）上記のほか、新規および機械の変

　更がある場合は、使用機械の証明

　書（所有証明、借用証明）または、

　納品等の写し（機械の製作所名、

　名称、形式、馬力、燃料消費量等

　の記入をする必要があるので、カ
　タログを持参してください。）

★その他

　申込み用紙は、十日町財務事務所に

　あります。不明の点は十日町財務事

　務所へお問い合わせくださいδ

　a・（57）5511（内線）205

年金受給者が住所変更

をしたら届出を

春さきはサラリーマンにとって転勤

のシーズンです。

老齢年金を受けておられるおじいち

ゃんやおばあちゃんも、子どもさんや

お孫さんと一緒に住所が変わる機会が

多い時期です。

年金を受けている人が転居をした時

は、すみやかに住所変更届の手続きを

してください。

この届け出が遅れたり、出さなかっ

たりしますと、年金の支払いや、年金

額が変ったことをお知らせする送金通

知書・振込通知書・年金額改定通知書

など大切な通知が届かなくなり、銀行

や郵便局などで年金を受けとるのが、

それだけ遅くなります。

住所変更届はすみやかに提出してく

ださい。

スパイクタイヤを

　　早めに交換して

県では、スパイクタイヤの使用に伴

う道路の損耗や生活環境に対する影響

が心配されることなどから「スパイタ

タイヤ不使用に関する実施要綱」を制

定し、その趣旨の周知徹底に努めてい

ます。スパイタタイヤの必要がなくな

りましたら、早めに夏タイヤに交換し

てくださいますようお願いします。

黄桜の丘、桜まつりで短歌を募集

中里村観光協会では、5月3日（日）に

黄桜の丘、桜まつりを計画いたしまし

た。その中に短歌の発表会を予定して

いますので、振って応募ください。

★課　題　黄桜の丘、信濃川の流れ、

　　　鷹ノ巣
★締切日　4月20日（日）厳守

★用紙官製ハガキに1人3首以内
　　　住所、雅号及ぴ氏名を明記
★宛　先　中里村観光協会（役場開発課内）

停電のお知らせ

★3月23日（月）午後1時00分～4時30分

小原、干溝の全部

V
こ
の
開
発
－
若
者
の
力
を
発
東
日
本
餐
云
社
に
引
き
継
剛

裾
揮
す
る
た
め
“
白
羽
毛
・
市
れ
工
事
が
進
め
ら
れ
享
・
残

が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等

　
　
’
｝
3
3
｝
3
｝
｝
｝
3
｝
｝
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｝
3

　
　
春
を
告
げ
る
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
歌
会
始
で
朗
詠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
お

　
　
　
「
眠
る
木
々
叩
き
入
り
く
る
水
の
貌
」

　
昭
和
六
十
一
年
度
宮
中
歌
会
　
　
機
に
六
十
二
歳
の
と
き
か
ら
俳

始
で
、
山
崎
の
江
村
お
の
江
さ
　
　
句
づ
く
り
を
始
め
た
と
い
い
ま

ん
（
8
1
歳
）
の
俳
句
が
選
ば
れ
、
　
　
す
。
江
村
さ
ん
は
「
光
栄
で
す
。

二
月
三
日
、
天
皇
、
皇
后
陛
下
　
　
で
も
あ
ま
り
人
に
知
ら
れ
た
く

の
前
で
詠
ま
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
な
い
ん
で
す
よ
」
と
こ
の
受
賞

　
こ
の
作
品
は
、
春
の
雪
ど
け
　
　
を
喜
び
な
が
ら
も
謙
虚
の
姿
勢

の
水
が
雪
の
下
で
眠
っ
て
い
る
　
　
を
く
ず
し
ま
せ
ん
。

木
々
た
ち
に
春
の
訪
ず
れ
を
告
　
　
　
今
で
も
一
日
二
時
間
は
俳
句

げ
て
い
る
情
景
を
句
に
し
た
も
　
　
づ
く
り
の
た
め
に
哲
学
の
本
や

の
で
す
。
江
村
さ
ん
は
、
末
の
　
　
推
理
小
説
を
読
み
勉
強
し
て
い

子
が
大
学
に
入
学
を
し
た
の
を
　
　
る
と
い
う
江
村
さ
ん
は
、
何
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
　
も
ト
コ
ト
ン
や
る
主
義
で
七
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
歳
か
ら
始
め
た
詩
吟
も
教
習
免

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
　
状
の
腕
前
で
す
　
江
村
さ
ん
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
「
意
志
堅
固
で
な
け
れ
ば
何
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
で
き
な
い
　
昔
貧
乏
を
経
験
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
た
さ
と
が
一
番
の
勉
強
に
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自

∫

§



回
回
回
回⑳灘歎

版画の時間に編物の得意なお

ばあちゃんを彫りました。眼が

手元を見ているところがうまく

いったと思います。難しかった

ところは、コザの細かい目とカ

ベの感じを出すところでした。

桑原聡史ちゃん釜：箋爵（東田尻）

ぽくねえパンダのぬいぐるみ離せ
ないんだよ一。だってかわいいもん。

今はね、まっ赤なスノーダンプで雪

ほりしているんだ。お母さんは人に
好かれる強い子になってほしいんだって。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
滋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
灘

　
ヨ
ー
イ
・
ド
ン
、
子
ど
も
た
ち
の
カ

ン
ジ
キ
競
争
で
す
。
　
「
う
ま
く
は
け
な

い
よ
ー
」
と
い
う
奇
声
に
助
け
人
が
飛

び
出
し
ま
す
。
ま
た
、
タ
バ
コ
に
火
が

つ
か
ず
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
助
け
人
に
飛

び
出
し
ま
す
。
見
て
い
て
ほ
の
ぼ
の
と

す
る
光
景
で
す
。
こ
れ
は
、
二
月
二
十

八
日
に
行
わ
れ
た
清
田
山
雪
上
運
動
会

の
模
様
で
す
。
分
校
と
婦
人
会
共
催
に

よ
る
こ
の
大
会
は
、
集
落
を
挙
げ
て
の

行
事
で
み
ん
な
が
主
役
で
す
。
ゴ
ー
ル

係
は
、
四
十
年
前
の
お
嫁
さ
ん
。
準
備

係
は
今
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
。
風

船
を
ふ
く
ら
ま
す
の
は
四
十
年
前
の
青

年
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

　
雪
上
運
動
会
を
村
内
に
広
め
た
清
田

山
雪
上
運
動
会
は
、
今
年
で
一
一
十
五
回

目
を
数
え
ま
し
た
。
こ
れ
も
戸
数
二
十

六
戸
の
ま
と
ま
り
の
良
さ
で
す
。
こ
う

麟

　　磁Y
　　三ヨプリ清滝俊彦
　　と鞭多美子
た羊藁2欝：：：

第わ1

さん（上山）

　　　　⑳

副会長

佐藤　浩さん
　　　　（山崎）

　ハァー雪の新潟吹雪にくれてヨ……

月／回新潟から先生を招き三味線のけ

いこ、つづいて唄のけいこへとコマを

進めていきます。ときには踊りも習っ

て、三味線、太鼓、唄に踊りと楽しく

やっています。車3台に分乗しグリー

ンビア津南への出演、または、新潟ド

ンドンまつりで中里村のPR、春秋は

地元清津峡へ郷士民謡の披露と忙しい

時間をさいて喜びいさんで出かけ唄っ

て踊って采ます。趣味をもったおかげ

で、若年，実年を問わずますます腕を

磨き、少しでも世の人のために喜んで

いただけたら幸せとハリキッています。

さざなみ会ブロフィール

　S45年誕生　会員24名
　連絡先佐藤浩さん（a』63－2012）

し
た
集
落
を
挙
げ
て
の
行
事
は
、
子
ど

も
た
ち
の
心
に
残
り
大
人
に
な
っ
て
か

ら
も
、
こ
の
清
田
山
を
大
切
に
し
て
く

れ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

世
話
さ
れ
上
手
な

　
　
　
　
　
　
お
年
よ
り
に

　
二
月
二
十
七
日
、
中
里
村
母
子
愛
育

会
、
婦
人
会
、
農
協
婦
人
部
合
同
研
修

会
が
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
母
子
愛
育
会
県
大
会
な

ど
各
種
大
会
に
出
席
し
た
五
人
の
代
表

者
が
研
修
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
、
日
本
家
庭
奉
仕
員
協
会

会
長
、
井
上
千
津
子
さ
ん
に
よ
る
「
中
高

年
の
女
性
の
生
き
方
」
と
題
し
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
井
上
さ
ん
は
「
従
来

夫
婦
で
共
白
髪
と
い
う
言
葉
は
、
老
後

の
幸
せ
を
形
容
し
て
い
た
。
し
か
し
、
現

遭
奮

’麟17璽

＼

蜜
“堂慈

大人も子ども心に戻って

夢
ぎ

説得力のある話しにうなずきながら

在
は
、
親
も
白
髪
、
子
も
白
髪
と
い
う
高

齢
化
社
会
に
な
っ
た
。
中
高
年
の
女
性

の
多
く
が
親
や
夫
を
み
と
る
こ
と
に
な

る
が
、
年
よ
り
を
最
後
ま
で
み
と
る
と

い
う
こ
と
は
生
や
さ
し
い
も
の
で
は
な

い
。
老
人
を
介
護
す
る
に
当
っ
て
は
、

積
極
的
に
制
度
を
利
用
し
、
自
分
の
健

康
を
守
る
こ
と
が
大
切
だ
。
自
分
が
老

い
た
ら
世
話
さ
れ
上
手
の
お
年
よ
り
に

な
ろ
う
」
と
体
験
談
を
ま
じ
え
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
　
　
叢
ラ
　
　
　
陰
■
■
匿
』
■
■
■

　　　　　　　　　　　　り女房の親せきの紹介です。
　　　　　　　　　　　　りとっても気さくで明るくおもしろい人
　　　　　　　　　　だと思いました。り家庭と店をしっかり守っ
　　　　　　　　　　て堅実にやってくれそうに思いました。
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
経
営
に

　
「
経
営
の
中
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

生
か
し
た
い
」
と
商
工
会
青
年
部
の
有

志
が
集
ま
っ
て
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
き

ま
し
た
。
二
月
九
日
、
十
六
日
の
両
日
商

工
会
館
で
開
か
れ
た
こ
の
教
室
に
は
、

十
三
人
の
仲
間
が
集
ま
り
ま
し
た
。
講

師
に
は
、
十
日
町
市
で
パ
ソ
コ
ン
教
室

を
開
い
て
い
る
桔
梗
原
の
樋
口
孝
栄
さ

ん
を
迎
え
パ
ソ
コ
ン
の
手
ほ
ど
き
を
受

け
ま
し
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
パ
ソ
コ
ン
教
室
を

開
き
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
ま
で
勉
強

し
た
い
と
ハ
リ
キ
ッ
て
い
ま
す
。

曙
い
　
、
皿
蹴
醐
嚥

11

村
・
県
民
税
の
申
告
書

　
　
提
出
の
お
願
い

　
二
月
の
中
旬
に
配
布
し
ま
し

た
村
県
民
税
の
申
告
用
紙
は
、

確
定
申
告
や
同
一
場
所
に
勤
務

し
て
い
る
人
に
も
配
布
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
も

役
場
の
事
務
上
申
告
書
が
必
要

で
す
か
ら
、
家
族
欄
を
記
入
し

捺
印
の
上
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
経
費
節
減
の
折
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

水
道
使
用
料
（
第
六
期
分
）

　
　
暫
定
料
金
で

　
三
月
に
出
る
水
道
使
用
料
は

暫
定
で
計
算
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

五
月
に
出
る
第
一
期
分
で
精
算

さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

広報かかマと 昭和62年3月／0日

＊
お
め
で
た
＊

久
美
子
（
井
口
宗
一
）
上
山

佳
奈
子
（
中
澤
健
一
）
上
山

哲
也
（
山
田
信
夫
）
荒
屋

雅
　
大
（
吉
楽
　
浩
）
上
山

　
学
（
五
十
川
弘
一
）
小
出

＊
お
く
や
み
＊

樋
口
　
か
い
　
9
1
　
山
崎

村
山
フ
ジ
8
7
宮
中

柳
　
五
郎
8
6
如
来
寺

　
”
春
の
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
に
誘

わ
れ
て
ア
ク
セ
ル
全
開
”
こ
ん

な
こ
と
は
絶
対
に
や
め
て
く
だ

さ
い
。
春
先
き
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
も
歩
行
者
も
気
が
ゆ
る
み
が

ち
で
す
か
ら
、
十
分
に
注
意
し

ま
し
よ
う
。

　
”
後
悔
先
に
立
た
ず
”
で
す
。

幸
せ
な
家
族
を
守
る
た
め
に
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・飲酒運転検挙者数　0人

・無免許運転違反　　0人

・事故発生件数　　　0件

㎝
翻
3
累
2
末

1，

月
　
2
回
（

ゼ故事亡死●陽
気
に
誘

開
”
こ
ん

め
て
く
だ

ド
ラ
イ
バ

ゆ
る
み
が

に
注
意
し

⑳
　　　　　　　　　　臼㌔い　　　　　　　　司一一　　　　　　　　　！

　　　山菜ハイク
雪が消えれば越路の春は一青葉若葉が

芽吹き、いよいよ山菜取りの季節です。

7年程前になりますが、清津山の会では西

戸屋山に、コンロ、ナベからフライバンまで

持って山菜取りにでかけ、その場で調理し

てみました。木の芽、9ラの芽、ウドにフ

キノトウ、トリアシにいたるまで、ごま合え

みそ合え天ぶらと山菜つくめの献立ですが

新鮮そのものでした。一般に春芽ぶくもの
しホく

に食せないものなしともいわれますが、や

　　　　　　はり食べた事のない物

魅

には手がでません。山

菜同様、つくし、たん

ぽぽ、よもぎ等の野草

も楽しみながら食べて

みたいものです。

　　　清津山の会

！o
、
象
1


